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十
八
成 
浜 
陽  
山  
寺 
に
伝
わ
る
縁
起
書
に
よ
れ
ば
、

く　

ぐ　

な　

り 

よ
う 

ざ
ん 

じ

奥
州
の
豪
族
安
倍
一
族
安
倍
忠
良
が
名
工
を
招
き 
榧 

か
や

の
木
を
以
っ
て
彫
刻
せ
し
め
、持
護
佛
と
し
て
棚
内
に

安
置
し
て
い
る
内
、康
平
年
間
安
倍
一
族
が
源
頼
義
、

義
家
父
子
に
滅
ぼ
さ
れ
た
時
、兵
火
に 
罹 
る
こ
と
を
恐

か
か

れ
密
か
に
尊
像
を
北
上
川
に
投
じ
海
を
流
れ
て
田
代

島
の
佛
ヶ
浜
に
漂
着
し
た
が
、島
の
人
々
は
佛
難
を
恐

れ
て
再
び
海
に
流
し
た
。仏
像
は
西
南
の
風
で
給
分
浜

カ
ッ
セ
の
岬
に
流
れ
着
い
た
の
を
里
人
が
こ
れ
を
拾
い

上
げ
、一
夜
の
供
養
を
し
た
と
こ
ろ
お
城
山（
現
在
の

後
山
）が
有
縁
の
地
で
あ
る
と
の
お
告
げ
に
よ
り
、現

在
地
に
運
ん
だ
と
こ
ろ
百
万
の
巨
巌
を
負
う
如
く
重

く
な
っ
た
の
で
、こ
の
地
に
縁
を
結
ん
だ
も
の
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。

　

旧
暦
六
月
十
七
日
は
御
縁
日
で
あ
る
が
、前
夜
は

必
ず
東
風
が
吹
き
ま
く
り
田
代
島
の
島
民
が
参
拝
で

き
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

御
縁
日
は
年
一
回
、新
暦
の
七
月
二
十
七
日
で
、こ

の
日
は
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
観
覧
希
望
の
方
は
陽
山
寺（
４
５－

２
１
３
２
）に
前
も
っ
て
連
絡
す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。　

（
参
考
資
料　

牡
鹿
町
史
）

　

石
巻
市
給
分
浜
の 
北  
背 
、 後  
山 
の
丘
腹
に
古
く
か

ほ
く 

せ
い 

う
し
ろ 
や
ま

ら
安
置
さ
れ
て
い
る
観
音
様
が
、は
し
な
く
も
国
宝
と

し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
大
正
四
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

当
時
文
部
省
が
全
国
的
に
埋
も
れ
て
い
る
文
化
財

の
調
査
を
実
施
し
た
際
、古
美
術
考
証
の
権
威
で
あ
っ

た
福
井
利
吉
郎
博
士
に
よ
っ
て
綿
密
に
審
査
が
施
さ

れ
た
結
果
、こ
の
仏
像
は
国
宝
と
し
て
の
優
れ
た
価
値

あ
り
と
鑑
定
が
下
さ
れ
、大
正
四
年
八
月
文
部
省
の

指
定
を
受
け
た
。

　

か
く
て
春
秋
幾
百
年
の
久
し
き
に
亘
り
、草
深
き
丘

陵
の
一
隅
に
埋
も
れ
た
尊
像
は
、一
躍
重
要
文
化
財

と
し
て
災
難
よ
け
の
観
音
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

尊
像
は
木
彫
り
一
本
造
り
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
で
、

頭
上
に
十
個
の 
化  
佛 
が
あ
り
姿
態
の
豪
宏
、特
に
そ
の

け 

ぶ
つ

面
相
は
毅
然
た
る
威
厳
の
う
ち
に
溢
れ
る
ば
か
り
の

慈
悲
の
温
容
を
蔵
し
、一
た
び
仰
拝
す
れ
ば
思
わ
ず

慄
然
襟
を
正
さ
し
め
、同
時
に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
慈
愛

感
応
を
覚
え
さ
せ
ず
に
お
か
な
い
、ま
こ
と
に
不
可
思

議
な
る
霊
感
を
有
す
る
有
難
い
御
仏
で
あ
り
ま
す
。

　

観
音
様
の
由
来
は
古
来
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
言
い
伝
え

が
あ
り
、鎌
倉
時
代
の
作
と
さ
れ
て
い
る
が
未
だ
な
ぞ

の
観
音
様
と
さ
れ
、創
建
斎
記
の
史
実
が
全
く
不
明
で

あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
仏
像
に
ま
つ
わ
る
伝
説
口
碑
は
と

も
あ
れ
、宗
教
的
に
も
美
術
的
に
も
国
宝
価
値
を
認

め
ら
れ
た
観
音
様
が
、彫
像
の
形
式
と
造
形
の
技
法
に

徴
し
て
、鎌
倉
時
代
に
余
程
入
神
の
名
工
の
手
に
成
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、何
人
と
い
え
ど
も
首
肯
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

染
が
拡
大
し
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ
た
環
境
に

触
れ
た
り
、感
染
し
た
人
が
十
分
に

手
を
洗
わ
ず
調
理
し
た
食
品
を
食
べ

た
場
合
や
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
取
り

込
ん
だ
二
枚
貝
な
ど
を
、生
ま
た
は

不
十
分
な
加
熱
処
理
で
食
べ
た
場
合

に
も
感
染
し
ま
す
。

　

対
策
は
排
便
後
、調
理
前
、食
事
前

に
は
石
鹸
と
流
水
で
手
を
洗
う
こ
と
。

　

便
や
吐
物
の
処
理
は
使
い
捨
て
の

手
袋
、マ
ス
ク
、エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し

薄
め
た
ハ
イ
タ
ー（　

�
の
ペ
ッ
ト

500

ボ
ト
ル
１
本
分
の
水
に　

�
：
原
液

10

を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
２
杯
）で

拭
き
取
り
、ご
み
袋
は
二
重
に
密
封

し
て
捨
て
、処
理
後
は
石
鹸
と
流
水

で
手
を
洗
う
こ
と
。

　

二
枚
貝
な
ど
を
調
理
す
る
時
は
、

中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
調
理
器

具
は
薄
め
た
ハ
イ
タ
ー
で
消
毒
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

冬
場
に
多
い
感
染
症
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
感

染
性
胃
腸
炎
の
お
話
し
で
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
】

　

感
染
し
た
人
の
く
し
ゃ
み
や
咳
に

よ
り
飛
び
散
っ
た
ウ
イ
ル
ス
を
浴
び

た
り
、ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
ド
ア

ノ
ブ
な
ど
の
環
境
に
触
れ
る
こ
と
で

手
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
が
目
や
鼻
や

口
の
粘
膜
に
付
着
す
る
こ
と
で
感
染

し
ま
す
。

　

対
策
は
、ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
と
症
状
の
あ
る
人
が
マ
ス
ク
を

付
け
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
こ
と

で
す
。

　

ま
た
、多
く
の
人
が
触
れ
る
場
所

に
触
れ
た
手
は
、石
鹸
と
流
水
で
洗

う
か
手
指
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で
消

毒
す
る
こ
と
。

　

抵
抗
力
を
保
つ
た
め
に
、寝
不
足

や
暴
飲
暴
食
を
避
け
規
則
正
し
い
生

活
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
感
染
性
胃
腸
炎
】

　

冬
場
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の

感
染
性
胃
腸
炎
が
多
く
な
り
ま
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
少
な
い
量
で
感
染

す
る
感
染
力
の
強
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

感
染
し
た
人
の
便
や
吐
物
の
不
適

切
な
処
理
や
不
十
分
な
手
洗
い
で
感

国
指
定
重
要
文
化
財　

十
一
面
観
音
菩
薩
立
像

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員　

遠　

藤　

一　

夫

６9

▲十一面観音菩薩立像

冬
場
に
多
い
感
染
症
と
そ
の
対
策

感染管理認定看護師

佐藤ひろみ
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平成２２年１２月１日現在
（　 ）内は昨年同月比

　あけましておめでとうございます。昨年１１月末に、風邪をひいてしまい、１週間体調が

すぐれませんでした。いつも体調を崩したときに思うことは、健康が第一と痛感します。

今年は健康に十分気をつけて、すべてに全力投球するぞう～　　 by 二郎

ＦＡＸ電話番号相　　談　　場　　所
24-1260市子育て支援センター（はまなす保育所内）

22-988196-4551なかよし保育園子育て支援センター
62-235961-1601河北子育て支援センター（飯野川保育所内）

72-4670河 南子育て支援 センターパプラ
76-4521桃生子育て支援センター（キッズホーム）

◆◆◆ 編集後記 ◆◆◆ 石巻市の人口と世帯数

78,698人  （ －493人）

163,116人 （－1,205人）

84,418人 （ －712人）

60,897世帯 （346世帯）

　河北子育て支援センター
（申・問　飯野川保育所内　�61-1601　FAX62-2359）

★あそびのひろば　　

開放日　毎週月・水・木曜日　午前１０時～１１時３０分

持ち物　帽子・水筒（お茶または水）、着替え、手拭ハンカチ

　※新年は、５日�から始まります。

★保健指導～消防士による応急処置・心肺蘇生法～

と　き　２０日�　午前１０時３０分～

ところ　河北子育て支援センター　　参加無料

申込方法　来所または電話で申し込みください。

雄勝地区子育て支援
（問　雄勝総合支所保健福祉課　�57-３６１１）

★みんなのキッズひろば（ところ　雄勝母子健康センター）

～いろいろなお友達と親子で楽しく遊びましょう！おじいちゃん、

おばあちゃんもご一緒にどうぞ～　　２７日�　午前１０時～１１時３０分

河南子育て支援センターパプラ
　（申・問　�･FAX72-4670）

★わいわいサロン　河南農村環境改善センター（パプラ）２階

午前９時３０分～１１時３０分　持ち物　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�０歳～１歳親子　４日�　１１日�　１８日�　２５日�

�２歳以上親子　　６日�　１３日�　２０日�　２７日�

●保健師さん、栄養士さんとお話してみませんか？

　　１１日�〔保健師・栄養士〕　　１３日�〔保健師〕

　　※いずれも午前１０時～１１時

桃生子育て支援センター「キッズホーム」
（申・問　バイオ研修センター内　�７６-４５２１）

★あそびの広場　午前９時３０分～１１時３０分

�０歳～１歳親子　１３日�　２０日�　２７日�

�２歳以上親子　　１２日�　１９日�　２６日�

�広場開放日　　　５日�　６日�　１１日�　１８日�

●どんぐり子育てひろば「豆まき会」

と　き　２５日�　午前１０時～１１時３０分

ところ　永井いきいき交流センター

参加費　１家族　１００円

申込方法　申込用紙に記入の上、申し込みください。

北上地区ひまわり子育て支援
　（問　北上保健センター　�67-2301）

★ひまわりキッズ　午前１０時～１１時３０分　　

持ち物　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�北上公民館　　　　　１７日�　２４日�　３１日�

�北上保健センター　　５日�　１２日�　１９日�　２６日�

牡鹿地区子育て支援
　（申・問　牡鹿総合支所保健福祉課　�45-2113）

★子育て支援事業　「ぐんぐんすくすく」　午前10時～

１３日�　牡鹿第一保育所　「お正月遊びを楽しもう」

２７日�　牡鹿保健福祉センター（清優館）　「おもちゃを作って遊ぼう」

※事前に参加登録が必要です。

子育て支援センターってどんなところ？
◎親子（祖父母と孫）で一緒に遊んだり、いろいろなお友だち（ママ友）と

楽しく子育ての情報交換ができます。もうすぐママになる方もどうぞ！

　いろいろなお友だちと親子で楽しく遊びましょう！

◎子育てのヒントが得られます。

◎居住地に限らず、どのセンターでもご利用できます。

�詳しい内容は、各センターだよりをご覧になるか、電話でお問い

合わせください。

◎電話相談、来所相談ができます。　～ひとりで、悩まないで～

市子育て支援センター
　（申・問　はまなす保育所内　�・FAX24-1260）

★あそびの広場

�０歳～１歳半　　１７日�　２４日�　３１日�

�１歳半～２歳半　１１日�　１８日�

�２歳半～３歳半　１２日�　１９日�

�３歳半以上　　　１４日�　２１日�

★かまっこ広場（ところ　釜会館）　

�あそびの広場　（１歳半以上）　１７日�　３１日�

�かんがるー広場（０歳～１歳半）１１日�　２５日�

★かもめ広場（ところ　かもめ学園）

�あそびの広場　（１歳半以上）　１４日�　２８日�

�かんがるー広場（０歳～１歳半）２０日�

※いずれも午前１０時～１１時（受付午前９時３０分～）費用無料　申込不要

●親子でリトミック

と　き　２８日�　午前１０時～１１時（受付　午前９時３０分～）

ところ　はまなす保育所ホール

対　象　2歳半以上　定　員　25組〔先着〕　費用無料

講　師　ダルクローズリトミック東北研究会　　本宮かおり先生

準備物　動きやすい服装・フェイスタオル・水分補給用の水

申込方法　来所または電話で申し込みください。

　

なかよし保育園子育て支援センター
（申・問　�96-4551･FAX22-9881）

★親子教室

�１歳半～２歳半　４日�　１１日�

�２歳半以上　　　１８日�　２５日�

★すくすく赤ちゃん　

�ネンネ・寝返りグループ　　　６日�　１３日�

�ヨチヨチ・ハイハイグループ　２０日�　２７日�

★ツインズ・デーと孫育て広場　　７日�　１４日�

※いずれも午前１０時～１１時３０分　　費用無料　申込不要

●防火教室

と　き　２８日�　午前１０時３０分～　　費用無料　要申込

　※防火指導員の方々に担当していただきます。 


